
第4回松本市アルプス公園
自然活用実行会議

令和4年10月31日月曜日 13時30分から

大手公民館(2階) 大会議室
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令和４年１０月３１日(月) 

１３時３０分 

大手公民館（２階）大会議室 
 

 

第４回松本市アルプス公園自然活用実行会議 
 

                    

 

次  第 
 

１ 開  会 

     

２ 会  議 
⑴  議 題 

ア 自然活用ゾーン他継続事項に関する検討  

（委員の専門的な立場からの提案） 

イ 緑地保全ゾーン他継続事項に関する検討  

  （委員の専門的な立場からの提案） 

ウ 北側拡張部名称募集について 

 

⑵  次回日程確認  

⑶  今後の予定 

      

   ３ 閉  会 
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アルプス公園〇〇協議会

事務局（指定管理者が運営）
 協議会の運営
 市・指定管理者・自然活用委員会の連絡・調整等

 構 成：建設部公園緑地課 ※その他の課はオブザーバーとして参加
 業務内容：行為申請・許認可、自然データベース作成、公園ボランティアの支援等、

アルプス公園〇〇協議会の開催（年3回程度）

 構 成：松本市アルプス公園自然活用実行会議委員を中心とした、各分野の専門
家等１０名程度

 専門分野：野鳥、昆虫、植物、ビオトープ、里地・里山づくり、環境教育などの野
外活動経験者・実績者

 業務内容：公園の管理運営及び利用方針の検討、ガイドライン作成、活動計画等の
検討・集約、公園ボランティアの活動支援及び助言、登録審査

（仮称）自然活用委員会

指定管理者

松 本 市

 構 成：松本市アルプス公園指定管理者
 業務内容：指定管理にもとづく公園管理、アルプス公園の情報収集・発信、

公園ボランティアへの支援・活動調整、公園ボランティアの登録審査、
公園サポーター申請受付窓口業務、自然データベースの作成、自然活用
委員会の事務局運営

 運営職員：公園業務専門職員、事務担当

 北側拡張部の適正な管理運営と来園者の効果的な利用を促進するため、関係主体の調整・連携を図る
 構成員
①松本市建設部公園緑地課
②指定管理者
③（仮称）自然活用委員会

公園サポーター ：公園ボランティアの活動をサポートする者あるいは開催するイベントに参加する者

アルプス公園○○協議会

公園ボランティア：公園に登録している団体・個人のボランティアでありイベントを開催したり公園管理に参加したりする者

3



団体

個人

団体

団体

個人

事務局

アルプス公園〇〇協議会

松本市

（仮称）
自然活用
委員会

指定
管理者

アルプス公園北側拡張部管理運営体制

市

民

公園利用者 学校
保育所等

大学等
研究機関

他の
自治体等
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指
定
管
理

団体個人団体団体

アルプス公園管理運営体制フロー図

市

民

松

本

市
指
定
管
理
者

公園業務
専門員

窓口
業務

個人

※１ 公園ボランティア：公園に登録している団体・個人のボランティアでありイベントを開催したり公園管理に参加したりする者
※２ 公園サポーター ：公園ボランティアの活動をサポートする者あるいは開催するイベントに参加する者

（仮称）自然活用委員会
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名称案 


この名前を
考えた理由 


お住まい 　(○をつけてください)
　松本市内・県内（松本市外）・県外

年齢 　歳

ー 松本市アルプス公園自然活用実行会議 ー

募集期間：令和4年１１月１日(火)から１２月１０日(土)まで
選定時期：第５回松本市アルプス公園自然活用実行会議にて決定
 　　　　（１２月下旬開催予定）

アルプス公園北側拡張部は、里山が広がる自然豊かなエリアです。

松本市民や公園を利用する皆様がこのエリアをさらに身近に親しめる場所にしようと、松本市
アルプス公園自然活用実行会議を立ち上げ、様々な検討をしています。
その中で、このエリアをイメージできる名称を決めようという意見がありました。

 そこで、みなさんから名称を募集します。
現地をイメージできる親しみのある名称をお待ちしています！
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北入口広場

入口の橋

森の入口広場

しぜんかんさつの森

古民家体験学習施設

ふれあいの水辺

アルプス公園北側拡張部は、里山が広がる自然豊かなエリア。

みなさんから名称、愛称を募集します。

わくわくするような親しみのある名称をお待ちしています！

応募用紙、または松本市のサイトより応募お待ちしています！

北側のエリアはこ
んなところ
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山の神について 
 
『山の神』は島内平瀬にある『川合鶴宮八幡宮』の奥社である。（氏子約１８０戸） 
祠は川合鶴宮八幡神社の小さな土地の中にあり、今は枯れているが、祠の隣に御神木のような

巨木がかつてありました。 
 『山ノ神』の場所は辻になっていて、西に下れば平瀬の集落、東に向かえば老根田の集落に

通じる峠道で、南北の道も元々あって、現在は城山から青年の家に通じる遊歩道になっていま

す。 
 山ノ神の南側の丘は『志めし山』という名前でその一部にも神社の土地があったようです。 
  
 
【維持管理について】 

お祭りの頃（４月第三日曜日）には平瀬川西町会に皆さんが祠の回りを手入れされ、養老坂

からの道は道幅広く見えるほどきれいに草刈りを行われています。 
 
 
【川合鶴宮八幡社（かわいつるみやはちまんしゃ）について】 
 平安時代にはあり、武田信玄（晴信）による信濃侵略が進み、府中（＝松本）小笠原氏（信

濃の国の守護）に係る山城を次々と落とし、１５５０年小笠原氏は林城を追われ、１５５１年

には平瀬城が落城、平瀬に入った武田氏が、次に安曇野侵略のためにここ八幡社に先勝祈願を

したという言い伝えがあるそうです。昭和の初め、鳥居の寄進では松本にも馴染むの深い川島

芳子の義父 川島浪波の名前が刻まれていて、その鳥居を見ることが出来ます。 
 八幡社の北側には、平瀬城の主、平瀬氏の館跡があります。 
 
 
聴き取り相手：埋蔵文化財担当係長 小原 稔 
      ：松本市アルプス公園自然活用実行会議 村上さよ子委員 
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山の神公図
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テーマ 名　前 議　題 内　容

土田座長 自然活用ゾーン全体と花の丘の活用について
・自然活用ゾーンの全体の考え方

・花の丘の整備および利活用について

高山委員 水辺のビオトープと自然再生 ふれあいの水辺および森の入口広場前の水辺の利活用について

村上委員 アルプス公園の観察会から見えたこと 観察会について

緑地保全
ゾーン

鈴木委員 里山の整備　【整備後の有効利用】 アルプス公園での里山の整備方法とその後の利活用の考え方

自然活用
ゾーン

第４回松本市アルプス公園自然活用実行会議の専門的立場からの提案
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松本市アルプス公園自然活用実行会議 

 
１ 会議スケジュール 

会 議 内   容 

第 1 回 

6 月 2 日開催 

・松本市アルプス公園自然活用検討会議の提言確認 

・活用推進体制及び管理運営に関する事項 

第 2 回 

７月５日開催 

・活用推進体制及び管理運営に関する事項 

・市民参加型運営の実態を視察  

（烏川渓谷緑地・国営アルプスあづみの公園） 

第 3 回 

9 月 1 日開催 

・活用推進体制及び管理運営に関する事項（継続） 

・北側拡張部名称に関する事項 

第 4 回 

１０月 31 日開催 

・自然活用ゾーン他継続事項に関する検討 

・緑地保全ゾーン他継続事項に関する検討 

・北側拡張部名称公募について 

第 5 回 

12 月下旬開催予定 

・ＰＲ（広報宣伝）、公園案内、公園の移動に関する検討 

・北側拡張部名称決定について 

第 6 回 

２月開催予定 

・アドバイザー講習（ニセアカシアの駆除と里山づくり（仮題）） 

・計画書のまとめ 

３月予定 ・市長へ計画書の提出 
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